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うううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううう

――
組組
織織
拡拡
大大
へへ
向向
けけ
仲仲
間間
同同
士士
のの
密密
なな
つつ
なな
がが
りり
をを
！！

県
下
十
五
支
部
で
は
、
七
月

十
八
日
・
十
九
日
に
開
催
さ
れ

た
建
設
長
崎
第
六
十
四
回
定
期

大
会
の
決
定
を
受
け
、
支
部
大

会
を
八
月
二
十
日
の
島
原
支
部

を
皮
切
り
に
、
九
月
九
日
の
浦

上
西
支
部
ま
で
十
五
支
部
大
会

を
終
了
し
ま
し
た
。

各
支
部
大
会
で
は
、
支
部
長

の
あ
い
さ
つ
の
後
、
本
部
を
代

表
し
て
相
川
執
行
委
員
長
が
八

月
三
十
日
に
行
わ
れ
た
衆
議
院

選
挙
に
お
い
て
推
薦
候
補
者
の

全
員
当
選
の
御
礼
と
「
新
年
度

も
仕
事
・
賃
金
の
確
保
を
重
点

に
、
組
織
拡
大
に
取
り
組
み
、

私
た
ち
の
命
綱
で
あ
る
建
設
国

保
を
守
る
ハ
ガ
キ
要
請
行
動
等
、

多
岐
に
亘
る
取
り
組
み
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
厳
し
い

時
で
す
が
元
気
を
出
し
て
頑
張

り
ま
し
ょ
う
」
と
挨
拶
。

ま
た
、
来
賓
と
し
て
、
各
大

会
に
は
衆
議
院
候
補
者
ま
た
代

理
の
方
や
、
各
推
薦
議
員
が
出

席
し
、
御
礼
と
激
励
の
挨
拶
を

し
ま
し
た
。

各
支
部
で
は
、
報
告
に
入
る

前
に
活
動
に
対
す
る
各
種
功
労

者
表
彰
や
健
康
優
良
家
庭
表
彰

を
行
い
ま
し
た
。

議
事
で
は
、
平
成
二
十
年
度

支
部
活
動
経
過
報
告
、
支
部
会

計
決
算
報
告
を
行
い
、
平
成
二

十
一
年
度
支
部
活
動
方
針

（
案
）
で
は
、
組
織
八
、
〇
〇

〇
名
復
元
を
目
指
す
取
り
組
み

と
し
て
、
支
部
の
年
間
拡
大
目

標
を
設
定
し
て
取
り
組
む
こ
と

を
決
定
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
平
成
二
十
一
年
度

支
部
会
計
予
算
（
案
）

の
提
案
、
新
役
員
の
選

出
で
は
支
部
三
役
を
は

じ
め
執
行
委
員
、
分
会

長
等
の
確
認
が
さ
れ
ま

し
た
。

最
後
に
、
支
部
長
の

力
強
い
「
団
結
ガ
ン
バ

ロ
ウ
」
で
終
了
し
ま
し

た
。

（
各
支
部
の
新
三
役
は

次
頁
に
掲
載
）

組組合合のの更更ななるる発発展展をを目目指指ししてて

【長崎１区】

当１２９，０４４高木 義明 民主前☆

８７，２９７冨岡 勉 自民前☆

１４，３２１渕瀬 栄子 共産新☆

２，５２７江田 耕一 幸福新

【長崎２区】

当１２０，６７２福田衣里子 民主新☆

１０６，２０６久間 章生 自民前☆

５，７０３相浦喜代子 無所属新

５，０７０山崎 寿郎 無所属新

１，９４７柴田 愛 幸福新

【長崎３区】

当 ７９，２２３山田 正彦 民主前☆

比 ７７，３１６谷川 弥一 自民前☆

３，２６３山田 聖人 幸福新

【長崎４区】

当 ９７，９１２宮島 大典 民主元☆

比 ９３，４２８北村 誠吾 自民前☆

３，３５４山田 孝一 幸福新

「比」は比例代表での当選

民主３０８議席に、社民７議席確保
長崎県では４選挙区民主独占、九州では社民３

ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

社民〔比例区での当選者〕
当 １中島 隆利 新�熊５
社民〔小選挙区での当選者〕
当 １重野 安正 前�大２
当 １照屋 寛徳 前�沖２
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建設長崎組合員・家族慰安
大運動会開催のお知らせ
と き ２１年１１月１日� 午前１０時開会
ところ 琴海中部運動公園

長崎市長浦町

中村一明
なかむら かずあき

無所属・２期
（支援支部）

島原支部

開票結果第４５回 衆議院選挙結果

長
崎
３
区

長
崎
１
区

長
崎
４
区

長
崎
２
区

建
設
長
崎
推
薦

１１
月
１
日

告

示

１１
月
８
日

投

票

選管最終
（☆は比例重複）

9

た
か
き

よ
し
あ
き

高
木

義
明
氏

ふ
く
だ

え

り

こ

福
田
衣
里
子
氏

や
ま
だ

ま
さ
ひ
こ

山
田

正
彦
氏

み
や
じ
ま

だ
い
す
け

宮
島

大
典
氏

雲雲仙仙市市議議
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一
、一
一
〇
名
が
出
席

各
支
部
で
は
建
設
長
崎
第
六
十
四
回
定
期
大
会
終
了
後
、
八
月
二
十
日
の
島
原
支
部
大
会

を
皮
切
り
に
県
下
十
五
支
部
が
、
九
月
九
日
ま
で
各
支
部
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
の

大
会
で
は
、
組
織
拡
大
と
内
部
強
化
・
仕
事
確
保
を
重
点
に
取
り
組
む
こ
と
を
確
認
。
参
加

者
は
、
組
合
員
・
主
婦
会
な
ど
全
体
で
一
、
一
一
〇
名
で
し
た
。

●
中
央
支
部

開
催
日

九
月
三
日
�

会

場

長
崎
県
勤
労
福
祉
会
館

参
加
者

九
十
八
名

支
部
長

内
野

幸
雄
（
大
工
）
新
任

副
支
部
長

坂
口

忠
義
（
左
官
）

〃

手
水

鐵
吉
（
大
工
）

〃

山
口

龍
志
（
左
官
）

〃

本
多

常
秋
（
型
枠
大
工
）

〃

樋
口

正
人
（
大
工
）

書
記
長

大
賀

修
司
（
専
従
）

●
佐
世
保
東
支
部

開
催
日

八
月
二
十
四
日
�

会

場

広
田
地
区
公
民
館

参
加
者

七
十
八
名

支
部
長

茅
原
喜
志
男
（
土
木
工
）新
任

副
支
部
長

長
島

則
行
（
大
工
）

〃

田
中

秀
幸
（
左
官
）

〃

小
谷

守
（
大
工
）

〃

迎

稔
（
大
工
）

〃

天
羽

靖
雄
（
大
工
）

書
記
長

松
園

俊
輔
（
専
従
）

●
大
浦
支
部

開
催
日

八
月
二
十
六
日
�

会

場

大
浦
区
民
セ
ン
タ
ー

参
加
者

五
十
四
名

支
部
長

田
上

義
高
（
大
工
）

副
支
部
長

平
山

正
則
（
大
工
）

〃

北
村

五
男
（
左
官
）

〃

諸
山

克
吉
（
硝
子
工
）

〃

竹
崎

初
雄
（
大
工
）

書
記
長

大
賀

修
司
（
専
従
）

●
佐
世
保
中
央
支
部

開
催
日

八
月
二
十
一
日
�

会

場

農
協
会
館

参
加
者

七
十
一
名

支
部
長

塚
本

芳
美
（
大
工
）

副
支
部
長

末
吉

重
一
（
大
工
）

〃

田
中

清
士
（
内
装
工
）

〃

川
元

俊
彦
（
大
工
）

〃

末
武

義
隆
（
大
工
）

〃

川
畑

章
（
造
園
工
）

書
記
長

西
平

博
之
（
専
従
）

担
当
補
佐

小
野

猛
範
（
専
従
）

●
大
村
支
部

開
催
日

九
月
七
日
�

会

場

支
部
事
務
所

参
加
者

九
十
一
名

支
部
長

伊
藤

一
廣
（
大
工
）

副
支
部
長

福
田

通
（
建
設
事
務
）

〃

平
内

末
雄
（
左
官
）

〃

上
野
美
喜
雄
（
大
工
）

〃

川
田

洋
一
（
大
工
）

〃

緒
方

末
広
（
大
工
）

〃

中
尾

政
男
（
大
工
）

書
記
長

立
野

靖
也
（
専
従
）

●
諫
早
支
部

開
催
日

八
月
二
十
八
日
�

会

場

諫
早
市
勤
労
者
福
祉
会
館

参
加
者

一
〇
〇
名

支
部
長

高
谷

義
信
（
大
工
）

副
支
部
長

樋
口

義
雄
（
大
工
）

〃

木
下

忠
明
（
大
工
）

〃

石
丸

久
（
大
工
）

〃

田
崎

義
光
（
大
工
）

〃

中
村

太
司
（
大
工
）

書
記
長

池
田

剛
（
専
従
）

●
平
戸
支
部

開
催
日

九
月
四
日
�

会

場

平
戸
海
上
ホ
テ
ル

参
加
者

七
十
七
名

支
部
長

寺
田

孝
弘
（
大
工
）

副
支
部
長

林

敏
英
（
大
工
）

〃

岡
田

眞
（
左
官
）

〃

大
石

義
孝
（
大
工
）

書
記
長

小
野

猛
範
（
専
従
）

●
東
長
崎
支
部

開
催
日

九
月
八
日
�

会

場

Ｊ
Ａ
古
賀

参
加
者

五
十
四
名

支
部
長

牧
島

貢
（
大
工
）

副
支
部
長

長
野

末
廣
（
大
工
）

〃

岩
永

和
範
（
左
官
）

〃

井
手

貞
夫
（
左
官
）

〃

里

澄
宏
（
大
工
）

書
記
長

尾
崎

和
利
（
専
従
）

●
北
松
支
部

開
催
日

九
月
一
日
�

会

場

サ
ン
パ
ー
ク
吉
井

参
加
者

七
十
一
名

支
部
長

須
藤

輝
久
（
大
工
）

副
支
部
長

北
村

久
（
大
工
）

〃

近
藤

力
也
（
大
工
）

〃

坂
中

善
男
（
左
官
）

〃

萩
原

正
清
（
大
工
）

書
記
長

渕
上

武
司
（
専
従
）

●
西
彼
支
部

開
催
日

九
月
二
日
�

会

場

時
津
町
北
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

参
加
者

九
十
五
名

支
部
長

尾
崎

由
盛
（
大
工
）

副
支
部
長

植
田

勝
次
（
瓦
工
）

〃

松
林

満
男
（
左
官
）

〃

石
橋

洸
（
建
具
工
）

〃

井
手

保
（
左
官
）

書
記
長

城
下

大
輔
（
専
従
）

●
島
原
支
部

開
催
日

八
月
二
十
日
�

会

場

ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
石
川

参
加
者

三
十
七
名

支
部
長

木
之
田

隆
（
大
工
）

副
支
部
長

本
田

岩
勝
（
大
工
）

〃

山
田

哲
夫
（
大
工
）

〃

菅

進
（
大
工
）

〃

町
田

清
人
（
大
工
）

書
記
長

尾
崎

和
利
（
専
従
）

●
佐
世
保
北
支
部

開
催
日

八
月
二
十
五
日
�

会

場

中
里
皆
瀬
地
区
公
民
館

参
加
者

七
十
五
名

支
部
長

小
林

健
治
（
大
工
）

副
支
部
長

福
田

栄
治
（
大
工
）

〃

柚
元

美
則
（
大
工
）

〃

松
山

新
二
（
大
工
）

〃

松
尾

正
明
（
大
工
）

書
記
長

渕
上

武
司
（
専
従
）

●
浦
上
西
支
部

開
催
日

九
月
九
日
�

会

場

組
合
本
部

参
加
者

九
十
七
名

支
部
長

古
川

勝
（
左
官
）

副
支
部
長

村
岡

広
明
（
左
官
）

〃

佐
藤

昭
彦
（
塗
装
工
）

〃

山
口

好
行
（
大
工
）

〃

井
上

義
満
（
大
工
）

〃

木
下

広
次
（
大
工
）

〃

山
崎

司
（
大
工
）

書
記
長

若
杉

孝
雄
（
専
従
）

●
浦
上
東
支
部

開
催
日

八
月
三
十
一
日
�

会

場

組
合
本
部

参
加
者

五
十
一
名

支
部
長

田
中

秀
則
（
左
官
）

副
支
部
長

森

政
一
（
大
工
）

〃

杉
山

達
美
（
左
官
）

〃

田
川

和
博
（
大
工
）

書
記
長

井
関

一
幸
（
専
従
）

●
市
南
支
部

開
催
日

八
月
二
十
九
日
�

会

場

長
崎
南
商
工
会

参
加
者

六
十
一
名

支
部
長

山
本

秀
夫
（
大
工
）
新
任

副
支
部
長

葛
島

俊
幸
（
大
工
）

〃

小
宮

清
治
（
大
工
）

〃

松
浦

良
二
（
左
官
）

〃

小
泉

雄
義
（
大
工
）

〃

中
島

善
明
（
大
工
）

書
記
長

古
井

宏
樹
（
専
従
）

２１
年
度
新
役
員
が
決
定
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被爆者の冥福を祈る。
全建総連・建設長崎慰霊祭を挙行全全建建総総連連・・建建設設長長崎崎慰慰霊霊祭祭をを挙挙行行
被被爆爆者者のの冥冥福福をを祈祈るる。。

一
発
の
原
子
爆
弾
に
よ
り
、

多
く
の
尊
い
人
命
が
失
わ
れ

て
か
ら
六
十
四
回
目
の
夏
を

迎
え
た
八
月
八
日
、「
原
爆

殉
難
者
慰
霊
祭
」
が
原
爆
公

園
内
の
不
戦
平
和
の
塔
前
で

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

慰
霊
祭
に
は
、
各
支
部
の

代
表
の
方
が
参
列
。
ま
た
全

建
総
連
の
各
県
連
・
組
合
か

ら
も
多
く
の
方
に
参
列
い
た

だ
き
ま
し
た
。

午
前
十
一
時
二
分
、
原
爆

が
投
下
さ
れ
た
時
刻
に
合
わ

せ
て
、
参
列
者
全
員
で
黙
祷

を
捧
げ
た
後
、
慰
霊
の
言
葉

と
し
て
相
川
執
行
委
員
長
が

「
長
崎
を
最
後
の
被
爆
地
と

す
る
べ
く
核
兵
器
の
全
廃
を

訴
え
、
不
戦
平
和
、
恒
久
平

和
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
挨

拶
。
全
建
総
連
の
山
田
副
執

行
委
員
長
は
「
世
界
に
誇
る

平
和
憲
法
の
理
念
に
基
づ
き

行
動
し
、
な
に
よ
り
も
平
和

を
願
う
世
界
の
人
々
と
共
に

核
兵
器
の
廃
絶
に
向
け
た
取

り
組
み
を
前
進
さ
せ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と

平
和
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
述

べ
ま
し
た
。

続
い
て
、
水
を
求
め
な
が

ら
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
御

霊
に
対
し
て
、
県
下
各
支
部

と
全
国
各
地
よ
り
集
め
ら
れ

た
名
水
の
献
水
、
そ
し
て
折

鶴
の
献
納
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
参
列
者
一
人
一
人

が
白
菊
の
献
花
を
行
い
、
原

爆
殉
難
の
方
々
の
冥
福
を
祈

り
ま
し
た
。

全
国
各
地
、
長
崎
県
下
各
支
部
よ
り
献
納
さ
れ
た
折
鶴

一
四
八
、二
一
八
羽

一一
、、二二
〇〇
〇〇
個個
のの
万万
灯灯
にに
託託
すす

八
月
九
日
、
建
設
長
崎
で
は
、

今
年
も
原
爆
で
亡
く
な
ら
れ
た

方
々
の
冥
福
を
祈
り
、
慰
霊
奉

賛
会
（
金
子
三
智
郎
会
長
）、

連
合
長
崎
、
城
山
小
、
淵
中
、

自
治
会
等
と
「
浦
上
川
万
灯
流

し
」
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

夕
方
よ
り
組
合
員
さ
ん
が
組

み
あ
げ
た
井
形
に
、
子
供
た
ち

が
平
和
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
絵

を
描
い
た
灯
籠
、
約
七
〇
〇
個

が
取
り
付
け
ら
れ
浦
上
川
へ
流

さ
れ
ま
し
た
。
井
形
が
流
れ
る

川
辺
に
も
、
多
く
の
灯
籠
が
並

べ
ら
れ
、
平
和
を
願
う
人
々
の

祈
り
の
灯
火
と
な
り
輝
き
続
け

ま
し
た
。

建設長崎 相川委員長

全建総連 山田副委員長
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十
月
よ
り
出
産
育
児
一
時
金
の
引
き
上
げ
と

十
月
よ
り
出
産
育
児
一
時
金
の
引
き
上
げ
と

十
月
よ
り
出
産
育
児
一
時
金
の
引
き
上
げ
と

直
接
支
払
制
度
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

直
接
支
払
制
度
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

直
接
支
払
制
度
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

�����������������������������������
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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�

と き

ところ

十十
月月
よよ
りり
出出
産産
育育
児児
一一
時時
金金
のの
引引
きき
上上
げげ
とと

直直
接接
支支
払払
制制
度度
がが
実実
施施
ささ
れれ
まま
すす
。。

本
年
十
月
一
日
よ
り
平
成
二

十
三
年
三
月
ま
で
（
暫
定
措

置
）
の
出
産
に
つ
い
て
、
出
産

育
児
一
時
金
の
支
給
額
が
現
行

三
十
八
万
円
（
産
科
医
療
保
障

分
三
万
円
を
含
む
。）
か
ら
四

万
円
引
き
上
げ
、
四
十
二
万
円

と
な
り
ま
す
。

ま
た
出
産
後
、
病
院
に
支
払

う
出
産
費
用
を
被
保
険
者
に
代

わ
り
医
療
機
関
（
病
院
等
）
に

出
産
育
児
一
時
金
の
範
囲
内
で

支
払
う
「
直
接
支
払
制
度
」
も

併
せ
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

「
直
接
支
払
制
度
」
と
は
、

出
産
育
児
一
時
金
は
、
こ
れ

ま
で
原
則
と
し
て
出
産
後
に
長

建
国
保
に
申
請
し
、
支
給
さ
れ

る
仕
組
み
で
す
の
で
、
出
産
後

に
医
療
機
関
に
支
払
う
多
額
の

現
金
を
一
時
的
に
用
意
す
る
必

要
が
あ
り
ま
し
た
が
、
本
年
十

月
一
日
以
降
の
出
産
に
つ
い
て

は
、
支
給
申
請
を
医
療
機
関
と

代
理
契
約
を
行
い
、
長
建
国
保

が
医
療
機
関
に
直
接
被
保
険
者

に
代
わ
り
出
産
費
用
の
額
（
出

産
育
児
一
時
金
の
範
囲
内
）
を

支
払
う
こ
と
で
、
被
保
険
者
の

経
済
的
負
担
（
出
産
の
た
め
に

支
払
う
現
金
）
を
軽
減
す
る
仕

組
み
が「
直
接
支
払
制
度
」で
す
。

な
お
、「
直
接
支
払
制
度
」

の
利
用
や
内
容
に
つ
い
て
は
、

出
産
を
予
定
し
て
い
る
医
療
機

関
（
病
院
等
）
よ
り
説
明
が
あ

り
ま
す
の
で
お
尋
ね
下
さ
い
。

ま
た
、
制
度
を
利
用
し
な
い

場
合
は
、
現
行
の
出
産
育
児
一

時
金
申
請
（
病
院
に
全
額
支

払
）
と
な
り
ま
す
。

皆
さ
ん
、
暑
い
日
が
ま
だ
ま

だ
続
き
ま
す
が
、
い
か
が
お
過

ご
し
で
し
ょ
う
か
。

長
崎
県
議
会
は
九
月
四
日
に

定
例
県
議
会
が
開
会
し
二
十
九

日
ま
で
の
審
議
に
入
り
ま
す
。

議
会
の
中
身
に
つ
い
て
は
、
次

回
以
降
の
報
告
に
譲
ら
せ
て
頂

き
ま
す
。

八
月
三
十
日
は
日
本
の
将
来

の
方
向
性
を
決
め
る
、
と
言
わ

れ
た
衆
議
院
議
員
選
挙
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
は
、
民

主
党
の
三
〇
八
議
席
獲
得
と
い

う
歴
史
的
な
大
勝
利
と
な
り
ま

し
た
。

社
民
党
も
、
長
崎
県
の
選
挙

区
に
お
い
て
は
民
主
党
公
認
の

各
候
補
者
を
支
援
協
力
す
る
と

し
て
、
全
力
で
戦
う
と
と
も
に
、

民
主
党
だ
け
に
吹
い
て
い
る
追

い
風
に
、
私
た
ち
の
政
策
や
声

の
反
映
が
ぜ
ひ
と
も
必
要
で
あ

る
と
県
議
と
市
議
が
一
体
と

な
っ
て
、
街
頭
で
の
辻
立
ち
や

政
策
宣
伝
車
で
の
訴
え
行
動
な

ど
で
比
例
区
は
社
民
党
へ
と
訴

え
続
け
、
現
有
議
席
の
七
議
席

を
確
保
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

九
州
選
挙
区
で
見
れ
ば
、
こ

れ
ま
で
の
議
席
に
上
乗
せ
を
し

て
、
選
挙
区
（
地
方
区
）
二
名
、

比
例
区
一
名
の
三
議
席
を
獲
得

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

実
質
的
に
一
年
を
越
え
る
選

挙
戦
と
な
り
ま
し
た
が
、
社
民

党
に
ご
支
持
ご
支
援
を
頂
き
ま

し
た
皆
さ
ん
へ
厚
く
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

結
果
と
し
て
現
有
議
席
を

守
っ
た
と
は
い
え
、
わ
ず
か
７

議
席
で
す
。
し
か
し
こ
の
議
席

数
は
、
国
政
を
左
右
す
る
決
定

的
な
場
合
に
は
威
力
を
発
揮
し

得
る
議
席
で
す
。
さ
ら
に
、
政

権
与
党
と
し
て
、
国
民
の
生
活

力
の
向
上
を
目
指
し
、
福
祉
政

策
の
方
向
性
の
過
ち
を
修
正
し
、

社
会
的
な
不
平
等
を
正
す
た
め

に
は
、
絶
対
に
必
要
な
議
席
で

あ
る
と
し
て
、
全
力
で
頑
張
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

長
崎
県
政
も
こ
れ
か
ら
大
き

く
変
っ
て
行
く
と
思
い
ま
す
。

政
治
は
一
人
一
人
の
生
活
を
守

り
、
将
来
へ
の
不
安
を
取
り
除

き
、
希
望
を
与
え
る
為
に
行
わ

れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
信
念
の
下
の
県

議
会
活
動
に
頑
張
っ
て
参
り
ま

す
。
皆
さ
ん
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支

援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

Ａ例
出産後に医療機関に支払う費用が

４５０，０００円であったときは、国保組合

が直接病院に支払うのは出産育児一

時金の４２０，０００円となりますので、

差額の３０，０００円のみを被保険者本人

が病院の窓口で支払うことになります。

４５０，０００円－４２０，０００円＝３０，０００円
（費用総額）（出産育児一時金）（窓口負担）

Ｂ例
出産後に医療機関に支払う費用が

３８０，０００円であったときは、国保組

合が申請後支給する４２０，０００円の内

３８０，０００円を直接医療機関へ支払い、

差額の４０，０００円を国保組合から支給

することになります。（※なお、給

付金を受ける場合は、病院より交付

された明細書等の提出が必要で

す。）

３８０，０００円－４２０，０００円＝△４０，０００円
（費用総額）（出産育児一時金）（差額給付金）

長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長
崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎
県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県
ののののののののののののののののののののののののののの
労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労
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単単単単単単単単単単単単単単単単単単単単単単単単単単単
価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価
引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引
ききききききききききききききききききききききききききき
上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上
げげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげ
ののののののののののののののののののののののののののの

取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取
組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組
みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ
ににににににににににににににににににににににににににに
つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつ
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
ててててててててててててててててててててててててててて

（
最
低
制
限
価
格
が
予
定
価
格
の
九
〇
％
に
引
き
上
げ
）

長
崎
県
に
お
い
て
は
、
過
当

競
争
に
よ
る
最
低
制
限
価
格
付

近
で
の
応
札
に
よ
り
落
札
率
が

低
下
し
倒
産
の
増
加
や
安
全
管

理
面
へ
の
し
わ
寄
せ
が
問
題
視

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
長
崎
県
は
、
建

設
工
事
の
入
札
に
お
け
る
最
低

制
限
価
格
を
予
定
価
格
の
九
十

％
に
引
き
上
げ
ま
し
た
。
他
県

の
自
治
体
が
予
定
価
格
の
三
分

の
二
か
ら
八
十
五
％
の
範
囲
に

設
定
さ
れ
て
い
る
中
、
九
十
％

へ
の
引
き
上
げ
は
、
極
め
て
異

例
の
取
り
組
み
で
す
。

長
崎
県
の
二
〇
〇
九
年
度
の

公
共
工
事
設
計
労
務
単
価
基
準

額
は
、
五
十
一
職
種
の
単
純
平

均
で
一
万
五
、四
九
二
円
と
な

り
、
全
国
平
均
の
一
万
六
、七

二
六
円
と
比
べ
て
、
約
八
％
低

く
、
全
国
で
も
最
低
水
準
と

な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
入
札
に
際
し
て
総

合
評
価
落
札
方
式
に
お
い
て
、

現
行
の
設
計
労
務
単
価
以
上
の

賃
金
を
支
払
う
と
い
う
誓
約
を

し
た
応
札
者
に
対
し
、
加
算
点

十
点
満
点
中
、
〇
・
五
点
を
配

分
す
る
と
い
う
全
国
的
に
例
の

な
い
取
組
み
を
行
う
事
と
し
ま

し
た
。

建
設
業
を
取
り
巻
く
環
境
が

非
常
に
厳
し
い
中
、各
企
業
に

お
い
て
は
、一
点
で
も
高
い
評

価
点
を
得
る
の
に
必
死
に
な
っ

て
い
る
現
状
に
あ
り
、こ
の
〇
・

五
点
の
配
分
と
い
う
の
は
非
常

に
魅
力
の
あ
る
配
点
で
あ
り
、

下
請
業
者
等
へ
支
払
わ
れ
る
労

務
賃
金
の
底
上
げ
に
繋
が
る
の

で
は
な
い
か
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

平成２１年１１月１日�
午前１０時開会

琴海中部運動公園
（長崎市長浦町）
※雨天の場合は１１月８日�に順延（同会場）

※
総
合
評
価
落
札
方
式
と
は
、

標
準
的
な
技
術
・
工
法
を
前
提

に
、
価
格
の
み
の
競
争
と
な
っ

て
い
た
こ
れ
ま
で
の
入
札
方
法

と
異
な
り
、
新
し
い
技
術
や
ノ

ウ
ハ
ウ
と
い
っ
た
価
格
以
外
の

要
素
も
含
め
て
総
合
的
に
評
価

し
、
落
札
業
者
を
選
定
す
る
と

い
う
新
し
い
入
札
方
式
で
す
。

※
予
定
価
格
が
小
規
模
工
事

一
億
円
以
上
三
億
円
以
内
の

特
別
簡
易
型
で
活
用
さ
れ
ま

す
。

※
工
事
の
過
程
で
誓
約
の
違

反
が
判
明
し
た
場
合
は
、
逆

に
工
事
成
績
を
減
点
す
る
な

ど
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
が
課
せ

ら
れ
ま
す
。

主 催
長崎県建設産業労働組合

共 催
長崎県建設事業国民健康保険組合
長崎県建設技術専門学院本部
�長崎県中小建設業協会

県
議
会
だ
よ
り

２５

長
建
国
保
か
ら
の
お
知
ら
せ

平成２１年度

建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎
組合員家族慰安

大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
開催のお知らせ

直接支払制度を
行
っ
た
場
合
の
出
産
費
用
の
例

社
民
党
七
議
席
を
確
保

衆
議
院
選
ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

長
崎
県
議
会
議
員

金
子
三
智
郎

鉄橋で選挙結果の御礼を述べる金子県議

（１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可） 第５３１号 ４�建 設 長 崎毎月１回１５日発行 ２００９年（平成２１年）９月１５日発行



JR諫早駅�

TOTO北部�
九州販売�
ショールーム�

←大村� 宇都交差点� 諫早公園→�

長
崎
↓�

多
良
見
↓�

運動公園�

警察署�

至島
原→
�

県立諫早�
技能会館�

市
南
支
部

島
原
支
部

■利用料金の割引
指定温泉と契約し、規定料金よりも安い料金で利用

できます。
※割引ができない温泉施設もありますのでご注意下
さい。

■利用料金の補助
指定温泉利用補助券（以下「補助券」という。）に

より、割引料金より更に安い料金で利用できます。
※大人料金にのみ補助が受けられます。

■利用方法
�割引を受ける場合

長建国保の被保険者証、または建設長崎の会員証
（メンバーズカード）を指定温泉の受付に提示して
下さい。

�補助を受ける場合
建設長崎の支部事務所にて補助券の交付を受け、

被保険者証番号（長けん）、組合員氏名を記入の上、
指定温泉の受付に提出して下さい。
補助券の交付は組合員一世帯あたり１５枚を限度と

します。
長建国保未加入の建設長崎組合員の方には、「優

待券」として補助券を組合員一人あたり６枚を限度

として交付します。
�利用期間

平成２２年３月３１日迄
�補助券を他人に譲渡したり、不正に利用した場合は、
交付済の補助券は返還していただきます。また、「氏
名」欄には、組合員氏名をフルネームにて記入して
下さい。

�期限切れの補助券は使用できませんので組合支部事
務所まで返却してください。

労
働
安
全
衛
生
法
に
基
づ
き
、「
石
綿
を
一
％
以

上
含
有
す
る
物
を
取
り
扱
う
作
業
」
の
作
業
主
任
者

は
、
労
働
局
に
登
録
し
た
機
関
が
行
う
技
能
講
習
を

修
了
し
た
者
で
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
違

反
し
た
場
合
、
六
ヵ
月
以
下
の
懲
役
ま
た
は
五
十
万

円
以
下
の
罰
金
と
な
っ
て
い
ま
す
。

建
設
長
崎
で
は
建
設
業
労
働
災
害
防
止
協
会
（
建

災
防
）
に
委
託
し
て
下
記
要
領
で
石
綿
作
業
主
任
者

講
習
会
を
開
催
致
し
ま
す
。

長建国保指定温泉利用料金表

田
上
長
崎
市
長
も
参
加

〜
地
元
の
海
を
き
れ
い
に
美
化
活
動
〜

八
月
二
十
三
日
�
、
雲
ひ
と

つ
な
い
晴
天
の
下
、
市
南
支
部

で
は
「
海
岸
美
化
奉
仕
活
動
」

を
、
今
回
は
高
浜
海
水
浴
場
と

脇
岬
海
水
浴
場
で
行
い
ま
し
た
。

高
浜
海
水
浴
場
の
方
は
、
ゴ

ミ
や
漂
着
物
が
少
な
く
一
時
間

程
度
で
終
了
し
ま
し
た
が
、
脇

岬
海
水
浴
場
の
方
は
、
前
の
週

の
波
と
風
の
影
響
で
大
量
の
漂

着
物
が
あ
り
、
ジ
リ
ジ
リ
と
太

陽
が
照
り
つ
け
る
中
、
汗
を
拭

い
な
が
ら
参
加
者
み
ん
な
で
ゴ

ミ
を
拾
い
集
め
ま
し
た
。

地
域
の
方
た
ち
も
、
定
期
的

に
清
掃
活
動
を
し
て
い
る
と
の

事
で
し
た
が
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や

百
円
ラ
イ
タ
ー
、
花
火
の
ゴ
ミ

な
ど
は
少
な
く
な
っ
て
い
ま
し

た
が
他
の
ゴ
ミ
が
あ
り
、
か
な

り
の
量
の
ゴ
ミ
を
拾
い
集
め
ま

し
た
。

地
元
の
海
を
き
れ
い
に
し
よ

う
と
の
取
り
組
み
に
今
回
も
三

五
名
の
組
合
員
、
主
婦
会
の
皆

さ
ん
が
参
加
し
て
下
さ
い
ま
し

た
。
暑
い
中
、
大
変
ご
苦
労
様

で
し
た
。

ま
た
今
回
は
、
清
掃
活
動
の

取
り
組
み
に
、
田
上
長
崎
市
長

も
、
お
忙
し
い
中
活
動
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
、
一
緒
に
ゴ
ミ

拾
い
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

活
動
終
了
後
は
、
冷
た
い
飲

物
で
の
ど
を
潤
し
、
疲
れ
を
癒

し
て
清
掃
活
動
は
終
わ
り
ま
し

た
。

〜
花
火
を
見
な
が
ら
懇
親
会
〜
一
二
〇
名
参
加

例
年
、
八
月
二
十
八
日
、『
島

原
が
ま
だ
す
大
会
』
の
開
催
に

あ
わ
せ
て
、
支
部
事
務
所
前
の

空
き
地
で
、
懇
親
会
を
開
催
し

ま
す
。

事
務
所
前
の
建
物
が
解
体
さ

れ
、
花
火
が
正
面
に
見
え
る
隠

れ
た
花
火
の
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ

て
い
ま
す
。

今
年
で
三
度
目
、
こ
こ
ろ
ゆ

く
ま
で
、
参
加
者
に
楽
し
ん
で

も
ら
お
う
と
、
青
年
部
で
は
生

ビ
ー
ル
の
注
ぎ
方
の
講
習
を
受

け
、『
ビ
ア
マ
ス
タ
ー
？
』
の

資
格
を
取
り
に
行
き
ま
し
た
。

ま
た
子
供
た
ち
に
は
昨
年
大

人
気
の
カ
キ
氷
や
ジ
ュ
ー
ス
、

空
ク
ジ
な
し
の
景
品
な
ど
、
万

全
の
準
備
を
し
ま
し
た
。

そ
し
て
支
部
役
員
さ
ん
に

『
焼
肉
』と『
ソ
ー
メ
ン
流
し
』

主
婦
会
で
は
、
と
こ
ろ
て
ん
、

か
ら
揚
げ
、
お
に
ぎ
り
な
ど
を

用
意
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

会
場
は
、
組
合
員
さ
ん
と
子

供
た
ち
（
一
二
〇
名
）
で
あ
ふ

れ
、
打
ち
あ
げ
ら
れ
る
花
火
を

見
な
が
ら
の
生
ビ
ー
ル
は
格
別

で
し
た
。

来
年
は
も
っ
と
多
く
の
人
に

楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め
、
様
々

な
出
し
物
を
考
え
て
い
き
た
い

と
お
も
い
ま
す
。
手
伝
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
仲
間
の
皆
さ
ん

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
島
原
青
年
部
部
長

木
之
田
亮
二
）

参
加
者

中
島

直
人

葛
島

俊
幸

小
泉

雄
義

濱
嵜

和
夫

久
保

善
彦

峰

春
喜

木
村

光
吉

木
村

寿
好

山
田

一
廣

森

貞
雄

太
田

武
造

木
田

雅
晴

中
島

善
明

荒
木

貞
徳

森
永

龍
一

田
中
由
美
子

大
塚

静
香

山
本

秀
夫

松
浦

良
二

江
崎

雪
夫

栗
浦

勝

戸
橋

博
義

田
中

義
行

木
村

大
輔

山
口

武
夫

本
村

益
雄

小
松

満
喜

與
賀
田

均

藤
本

正
文

今
井

佳
信

山
口

和
敏

佐
々
木
剛
介

松
尾

英
儀

武
次
十
三
絵

石綿作業主任者技能講習会
開催のご案内

平成２１年１１月５日� 午前９時３０分～午後５時
１１月６日� 午前９時３０分～午後４時

※両日とも、９時から受付を行います。

「諫早技能会館」宇都町２２‐７６

�講習会申込書（支部で準備）
�写 真 ２枚（３．５�×２．４�）

裏面に、氏名を記入のこと。

�受講料 ９，５００円（テキスト代を含む）
※組合員で、組合でのアスベスト特別教育を受
講した人は、９，０００円です。

�締め切り 平成２１年１０月２８日�
	定 員 ８０名（定員になり次第、締め切ります）

○注定員オーバーの場合、日程を調整のうえ再度
講習会を予定します。

申し込み、問い合わせは各支部事務所にお願い
致します。

日 時

場 所

受講申込

諸在地及び電話番号

長崎市曙町３９‐３８
０９５‐８６２‐５５５５

長崎市野母町６９２‐１
０９５‐８９３‐１１３３

長崎市岩見町４５１‐２３
０９５‐８３３‐１１２６

西彼杵郡長与町
岡郷２７６１‐１
０９５‐８８７‐４１２６

西彼杵郡長与町
高田郷２８４
０９５‐８５６‐２６３１

西彼杵郡長与町
高田郷２２８９‐２
０９５‐８５６‐２６１７

雲仙市小浜町
雲仙３２０

０９５７‐７３‐３１３１

諫早市本野７‐１
０９５７‐２５‐８８２２

大村市森園町６６３‐３
０９５７‐５０‐１１２６

佐世保市谷郷町５‐３２
０９５６‐２３‐６１７０

平戸市川内町５５
０９５０‐２３‐２１１１

平戸市田平町
野田免２１０‐６
０９５０‐５７‐１１１０

（※１）いさはや本野温泉湯処なごみは、中学生以上しか入館出来ません。
別館ほたるの湯は、小学生以下３００円、中学生以上６５歳未満５００円、６５歳以上３００円でご利用頂けます。
但し、ほたるの湯に関しては割引制度はご利用出来ません。

利用者負担
（自己負担）

４５０円

３５０円

１００円

２００円

５００円

４００円

９００円

７００円

３００円

２００円

３００円

１５０円

２００円

３００円

４００円

４００円

７２０円

３００円

５００円

３００円

２５０円

３００円

２００円

６００円

４００円

２００円

３００円

３００円

３００円

３００円

補助券の額
（温泉券利用）

３００円

－

３００円

－

３００円

－

３００円

－

－

３００円

－

－

３００円

－

３００円

－

３００円

－

－

－

３００円

－

－

３００円

－

－

３００円

－

３００円

－

割引後の料金
（メンバーズカード）

７５０円

３５０円

－

－

－

－

１，２００円

７００円

－

－

－

－

５００円

－

７００円

４００円

１，０２０円

－

－

－

５５０円

－

－

９００円

－

－

６００円

３００円

６００円

－

規定料金

８００円

４００円

４００円

２００円

８００円

４５０円

１，８００円

９００円

３００円

５００円

３００円

１５０円

６５０円

３００円

８００円

５００円

１，２２０円

３００円

５００円

３００円

６５０円

３００円

２００円

１，０００円

４００円

２００円

８００円

４００円

８００円

３００円

利 用 区 分

大人
（中学生以上）

小人
（３歳以上）
大人

（中学生以上）
小人

（４歳以上）
大人

（中学生以上）
小人

（３歳以上）
大人

（中学生以上）
小人

（小学生）
幼児

（３歳以上）
大人

（中学生以上）
小人

（小学生）
幼児

（６歳以下）
大人

（中学生以上）
小人

（３歳以上）
大人

（中学生以上）
小人

（４歳以上）
大人

（中学生以上）

６５歳以上

大人
（中学生以上）

小人
（小学生以下）
大人

（中学生以上）
小人

（小学生）
幼児

（３歳以上）
大人

（中学生以上）
小人

（小学生）
幼児

（３歳以上）
大人

（中学生以上）
小人

（小学生）
大人

（中学生以上）
小人

（小学生）

本館

別館
ほたるの湯
（※１）

指定温泉名称

稲佐山温泉
アマンディ
（旧イオス）

海の健康村
陽の岬温泉

ふくの湯

長崎温泉
喜道庵

道の尾温泉

ゆりの温泉

雲仙スパハウス

いさはや
本野温泉
湯処なごみ

サンスパおおむら
ゆの華

万松楼
弁天の湯

千里ヶ浜温泉
ホテル蘭風

平戸たびら温泉
サムソンホテル

長

崎

・

西

彼

地

区

県

央

地

区

県

北

地

区

長建国保では、組合員及び家族の健康の保持増進
を図るため「指定温泉利用料金の割引及び補助制
度」を実施しています。ぜひご利用ください。

毎月１回１５日発行 ２００９年（平成２１年）９月１５日発行建 設 長 崎第５３１号 （１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可）５�
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夏
休
み
明
け
最
初
の
日
曜
日

と
な
っ
た
九
月
六
日
、
ま
だ
ま

だ
残
暑
が
残
る
夕
方
よ
り
南
が

丘
町
祝
捷
山
公
園
で
初
開
催
と

な
る
「
南
が
丘
校
区
ま
つ
り
」

に
協
賛
し
て
、
中
央
支
部
は
六

名
の
参
加
で
開
催
し
ま
し
た
。

午
後
四
時
、
町
内
会
長
の
あ

い
さ
つ
で
開
会
後
、
初
め
て
の

来
場
者
が
「
ま
な
板
削
り
」
に

見
え
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
し

ば
ら
く
は
閑
古
鳥
が
鳴
い
て
い

ま
し
た
が
、
時
間
が
経
つ
に
連

れ
て
祭
り
の
来
場
者
が
増
え
始

め
、
木
工
教
室
も
次
か
ら
次
に

と
会
場
内
で
人
伝
い
に
広
が
っ

て
い
き
、
気
づ
い
て
見
れ
ば
既

に
辺
り
は
薄
暗
く
な
っ
て
い
て

準
備
し
て
い
た
四
十
八
組
の

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
チ
ェ
ア
は
、
大

盛
況
の
う
ち
に
完
売
と
な
り
ま

し
た
。

ま
た
、
途
中
に
は
金
子
県
議

が
激
励
に
、
工
藤
副
委
員
長
も

参
加
し
、
一
緒
に
木
工
教
室
を

手
伝
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

最
後
に
今
回
の
住
宅
デ
ー
で

は
木
工
教
室
を
通
じ
て
「
も
の

づ
く
り
」
の
楽
し
さ
と
、
一
見

簡
単
そ
う
に
見
え
る
金
槌
の
扱

い
等
、
大
工
さ
ん
の
技
術
を
伝

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
参

加
し
た
子
供
か
ら
お
年
寄
り
の

方
ま
で
、
皆
さ
ん
自
分
の
作
品

に
満
足
そ
う
な
笑
み
を
浮
か
べ

な
が
ら
作
品
を
持
ち
帰
っ
て
い

か
れ
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

（
大
賀
）

「
年
々
地
域
に
定
着
し

今
年
も
千
客
万
来
」

八
月
二
十
二
日
�
朝
夕
は
幾

分
暑
さ
も
和
ら
ぐ
も
日
中
の
残

暑
が
厳
し
い
中
、
毎
年
恒
例
の

戸
町
商
工
会
夏
祭
り
に
協
賛
し
、

住
宅
デ
ー
を
十
五
名
の
参
加
で

行
い
ま
し
た
。

毎
年
少
し
ず
つ
来
客
数
を
伸

ば
し
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
定

着
し
つ
つ
あ
る
こ
の
住
宅
デ
ー

で
す
が
、
今
年
は
開
始
早
々
に

予
想
以
上
の
来
客
が
訪
れ
た
た

め
、
あ
っ
と
い
う
間
に
「
く
た

び
れ
た
包
丁
」
の
山
が
築
か
れ
、

包
丁
研
ぎ
担
当
の
方
々
は
フ
ル

回
転
で
磨
い
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
木
工
教
室
で
は
、「
街
づ

く
り
総
合
住
宅
フ
ェ
ア
」
を
見

習
っ
て
「
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
チ
ェ

ア
」
作
り
を
行
い
ま
し
た
。
本

来
は
子
供
を
対
象
と
し
て
取
り

組
ん
で
い
る
こ
の
木
工
教
室
で

す
が
、
母
親
の
皆
さ
ん
に
も
大

変
好
評
で
、
い
つ
の
間
に
か

コ
ッ
ソ
リ
作
っ
て
帰
ら
れ
た
方

も
何
名
か
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
よ

う
で
し
た
。（
笑
）。

最
後
に
、
土
曜
日
の
暑
い
日

中
に
も
関
わ
ら
ず
、
ご
多
忙
の

中
に
参
加
ご
協
力
し
て
頂
き
ま

し
た
皆
さ
ん
大
変
お
疲
れ
様
で

し
た
。

（
北
村
五
男
）

参
加
者
（
順
不
同
）

内
野

幸
雄

坂
口

忠
義

山
下

廣
造

川
原

亀
喜

太
田

俊
一

福
田

修

工
藤

是
正

金
子

県
議

参
加
者

工
藤

是
正

田
上

義
高

北
村

五
男

竹
崎

初
雄

古
里

治
夫

相
川

政
敏

小
野

義
龍

松
山

力
男

平
山

宏
三

鳥
田

時
治

川
原
喜
久
雄

諸
山

克
吉

池
田

輝
男

安
達
九
州
男

梅
澤

利
久

西
彼
支
部
で
は
、
毎
年
恒
例

の
各
分
会
に
よ
る
『
住
宅

デ
ー
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

八
月
二
十
三
日
�
、
琴
海
分

会
が
先
頭
を
切
り
、
Ｊ
Ａ
村

松
・
長
浦
・
形
上
の
三
会
場
で

包
丁
研
ぎ
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
を

行
い
ま
し
た
。

暑
さ
厳
し
い
中
、
集
ま
っ
た

組
合
員
の
皆
さ
ん
は
、
和
気
あ

い
あ
い
と
し
な
が
ら
も
集
ま
っ

た
包
丁
を
手
に
取
り
、
研
ぎ
あ

が
っ
た
包
丁
を
何
度
も
確
認
し

な
が
ら
一
本
ず
つ
丁
寧
に
研
ぎ

上
げ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
は
客
足
が
少
な

い
の
で
は
？
と
の
心
配
を
よ
そ

に
、
例
年
同
様
三
百
を
超
え
る

三
一
三
本
の
包
丁
等
を
研
ぎ
上

げ
ま
し
た
。

翌
週
三
十
日
�
に
は
時
津
連

合
分
会
が
、『
と
ぎ
つ
夏
祭
り
』

に
参
加
し
て
包
丁
研
ぎ
・
親
子

木
工
教
室
を
行
い
ま
し
た
。

し
っ
か
り
と
水
分
補
給
を
し

つ
つ
、
集
ま
っ
た
包
丁
を
丁
寧

に
研
ぎ
あ
げ
ま
し
た
。

親
子
木
工
教
室
（
す
の
こ
作

り
）
で
は
、
慣
れ
な
い
か
な
づ

ち
を
手
に
、
ト
ン
ト
ン
と
く
ぎ

打
ち
に
挑
戦
す
る
子
供
達
、
ま

た
、
平
瀬
町
長
も
お
見
え
に
な

り
、
組
合
員
さ
ん
と
一
緒
に
す

の
こ
を
作
る
と
い
っ
た
一
場
面

も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
祭
り
会
場
と
あ
っ
て
、

チ
ョ
コ
バ
ナ
ナ
や
焼
き
鳥
の
差

し
入
れ
も
あ
り
、
お
祭
り
雰
囲

気
の
な
か
終
了
の
時
間
を
迎
え
、

九
十
六
組
の
す
の
こ
と
百
六
十

四
本
の
包
丁
等
を
研
ぎ
上
げ
ま

し
た
。

両
日
と
も
暑
い
中
、
参
加
い

た
だ
い
た
組
合
員
、
主
婦
会
の

皆
さ
ん
、
大
変
お
疲
れ
様
で
し

た
。

（
城
下
）

西
彼
支
部
琴
海
分
会
住
宅
デ
ー
参
加
者
（
敬
称
略
）

森

進

石
坂
福
次
郎

山
下

繁
昌

川
崎

康
夫

岑
山

義
徳

井
手

吉
一

神
近

剛

小
山

哲
男

岩
下

良
博

溝
口

安
廣

岸
山

正

山
中

茂

相
川

守

廣
瀬

安
夫

浦
添

朝
夫

山
崎

春
雄

松
林

満
男

川
上

秋
芳

石
橋

洸

辻

泰
志

岸
川
久
美
男

井
手

一
男

今
里

正
吉

太
田

正
利

岩
下

敏
昭

吉
田

等

石
橋

忍

角
崎

豊

岳
本

吉
郎

徳
永

八
郎

松
尾

孝

山
崎

康
博

尾
崎

由
盛

相
川

哲
男

金
子
三
智
郎

北
村

政
和

労
働
相
談
員
の
紹
介

中
島
照
次
氏

（
前

長
崎
地
区
労
書
記
長
）

建
設
長
崎
で
は
、
平
成
二
十
一
年
七
月
よ
り
労
働

相
談
員
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

賃
金
不
払
い
・
労
働
条
件
等
に
つ
い
て
、
ご
相
談

の
あ
る
方
は
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

相
談
窓
口

長
崎
市
桜
町
九－

六
（
中
央
支
部
奥
）

電
話

〇
九
五－

八
二
四－

四
〇
八
七

時
間

九
時
〜
十
七
時

西
彼
支
部

時
津
連
合
分
会
住
宅
デ
ー
参
加
者

（
敬
称
略
）

濱
本

勝
之

川
久
保
秀
昭

若
杉

秀
明

森

巽

石
田

正

廣
田

鹿

尾
崎

勝

菅
高

秀
明

辻

昭

織
田

楙
也

前
島

武
夫

高
見

賢
一

高
木
栄
八
郎

波
戸
口
利
未

松
野

春
男

松
尾

健
二

岩
崎
喜
三
郎

小
串

民
雄

植
田
ヤ
ス
エ

濱
本

久
枝

一
瀬

博
子

川
久
保
博
幸

嶋
本

清
孝

林
田

浩
治

森

信
幸

中
尾

豊

一
瀬

修

中
村

正
博

砂
川
健
二
郎

堀
口

留
喜

松
本

文
男

山
上

兼
吉

川
林

満

山
口

哲
朗

浦
馬
場
幾
男

井
手

保

山
口

政
好

岩
永

亀
雄

松
林

満
男

溝
上

啓
子

前
島

ス
ズ

相
川

哲
男

金
子
三
智
郎

北
村

政
和

中
央
支
部

西
彼
支
部

大
浦
支
部

会分海琴

会分会合連津時

戸戸
町町
商商
工工
夏夏
祭祭
りり

暑
さ
に
負
け
ず
頑
張
り
、
研
ぎ
上
げ
た
包
丁

四
七
七
本

初
開
催
で
大
盛
況

南
が
丘
校
区
ま
つ
り
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